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１ 埼玉県学力・学習状況調査の概要

○ 埼玉県学力・学習状況調査（略称は「県学調」という）の概要

県内の公立小・中学校等（さいたま市を除く）に在籍する
小学校第４学年から中学校第３学年の全児童生徒が対象

毎年約３０万人が実施

・教科に関する調査（国語、算数・数学、英語（中２から））
・質問調査（生活習慣、学習に向かう態度）



１ 埼玉県学力・学習状況調査の概要

＜例＞５０ｍ走…（県の平均記録）７.５秒

９秒 ８秒 ７秒 ６秒

⇒７.６秒 ⇒７.４秒
Ａさん
８.５秒

Ｂさん

７.０秒

従来の学力調査は平均正答率との比較を行っていたことに対して

県学調は一人一人の学力の伸びを把握できる 全国初の調査

○ 埼玉県学力・学習状況調査の理念

県平均を超えているのはＢさん
タイムがよくなっているのはＡさん

県平均には届かなかったものの、
大きくタイムを伸ばしたＡさんの
取組には、どのような特長があるのか？

県平均は超えているが、タイムが落
ちてしまったＢさんの取組には、どの
ような改善点があるのか？

授業前 授業後 授業前 授業後



１ 埼玉県学力・学習状況調査の概要

令和２年度
同一の児童

＜県学力・学習状況調査＞
令和３年度

令和４年度

同一の児童
Ａ小学校

小５
Ａ小学校

小４

Ａ小学校

小６

令和２年度 令和３年度 令和４年度

Ａ小学校

小６
Ａ小学校

小６
Ａ小学校

小６ 異なる児童 異なる児童

＜日本で多く行われる調査＞

仕組み１ 小４から中３まで、同じ子供を継続的に調査



１ 埼玉県学力・学習状況調査の概要

＜県学力・学習状況調査＞
令和３年度

小５
調査問題

Ａ

令和４年度

小６
調査問題

Ｂ

Ａ・Ｂに同一問題を入れる等
各問題の難易度を設定
※ 学力を測るものさし【有】

学力の経年変化、測定可

＜日本で多く行われる学力調査＞
令和３年度 令和４年度

小５
調査問題

Ｄ

小６
調査問題

Ｅ

Ｄ・Ｅは独立した問題作成
各問題の難易度の調整なし

学力の経年変化、測定不可

仕組み２ 異なる学年、異なる年度の調査でも比較できる



１ 埼玉県学力・学習状況調査の概要

Ｒ２の調査で
測定した

学力のレベル

Ｒ３の調査で
測定した

学力のレベル

学力の伸び

本調査では、学力を「学力のレベル」として提示している。



１ 埼玉県学力・学習状況調査の概要

認知能力

非認知能力

認知能力ではない能力全般

自制心 イライラしない、心の平静を保てる

自己効力 自分への自信、自己肯定力など

勤勉性 やるべきことをきちんとやる など

やりぬく力 粘り強い、根気がある など

（具体的な例）

いわゆる学力であり、
たし算、漢字の読み書
き、文章題、図形の把
握などができる力

人間の能力

学力だけではなく、非認知能力にも着目している！



２ 埼玉県学力・学習状況調査の活用

① 学力を伸ばした取組や指導方法を抽出し、全県に共有

・学力を良く伸ばしている学校が分かる

・良い授業を映像教材にまとめ、全県展開

・学力を伸ばした先生を取材し、秘訣を周知

・特に支援が必要な学校に支援・学力を良く伸ばしている学級が分かる



２ 埼玉県学力・学習状況調査の活用

② 学力調査のビッグデータを分析して、埼玉県の教育政策を改善

「学級経営」が、子供の「非認知能力」「学習方略」を改善させ、学力の向上につながっている。

・良い学級経営を行っている学級を映像教材化
・非認知能力を育成するための実証研究を実施



３ 埼玉県学力・学習状況調査のＣＢＴ化

児童生徒の学びの状況を詳細に把握し、教員の指導方法の工夫・改善や児童生徒一人一人
の更なる学力向上につなげていくことを目的として、本調査のＣＢＴ（※）化を目指す。

※ＣＢＴ…Computer Based Testingの略で、コンピューターを使用して実施する調査

（１）主なメリット

○ 解答時間も分析することで児童生徒のつまずき
を把握し、より細かな指導が可能

○ ＣＢＴの特性を生かした問題として、映像を活用
して、より実際の学習場面に即した出題が可能

（分析例）

・正誤の状況と解答時間をかけた問題の分野から、
つまずいている分野の明確化

個別指導が可能となり、
学習支援が必要な児童生徒を早期に発見することにつながる。

令和６年度の全面ＣＢＴ化を目指して、段階的に移行を進めている。



４ 担当職員の業務内容

① 私の担当業務

項目 詳細

県学調の契約締結
・委託業者との調整
・入札業務（プレゼン審査→契約）
・業者との連絡、調整、進捗管理

県学調の予算確保・新規事業立ち上げ
・毎年県学調に係る予算を積算し、財政当局と調整
・調査の更なる発展に向けた新規事業の立ち上げ

連携自治体との協定締結・調整
・連携自治体との協定書締結業務
・連携自治体に県学調の説明を実施

大学や国機関等の研究者との連携
・県学調のデータを研究者に提供するための手続きを実施
・提供用の県学調のデータを整形



４ 担当職員の業務内容

② 一日のスケジュール

０８：００ 出勤

０８：００ メールの確認

０８：３０ 朝ミーティング

０９：００ 契約書の作成

１０：００ 上司に説明（新規事業について）

１１：３０ 新規事業についての資料修正

１２：００ 昼食休憩

１３：００ 業者との打合せ

１６：００ メールの確認・送信

１６：３０ 明日のTO DOリストを作成

１６：４５ 退勤

感染症対策で時差勤務

課内で意思統一を図り、業務を進める

業者と細部にわたって調整



ご清聴ありがとうございました。


